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中部山岳地域における小型哺乳類ヤマネの生態
Ecology of Japanese dormouse in central montainous area
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ヤマネ Glirulus japonicusは頭胴長 68˜84mmくらいの樹上性小型哺乳類で、日本固有種であり、国の天然記念物であ
る。夜行性で冬には冬眠し、春?秋でも昼間は木の洞等で日内休眠する。本州、四国、九州および隠岐島後の森林に生息
といわれる。
　Web情報によるヤマネの目撃事例を集計したところ中部地方が最も多く、中部山岳地域に多く生息する可能性があ

る（杉山・門脇、2010）。そこで中部山岳地域でヤマネの生態調査を行った。
　 2011年 5?10月までに採集された糞を分析して食性を調査したところ、節足動物、果皮他（果皮およびコケ・地衣類

等）、花粉、種子等に分類された。ヤマネはどの時期も節足動物と果皮他の餌を採食していた。節足動物は 5月に多く、
果皮他は 8月以降に増加傾向にあった。また、花粉は春に出現した。この傾向は、これまで示唆されてきたヤマネの食
性の季節的変化を支持するものだった（落合ほか、2011）。
　ヤマネの日中の休眠場所について、小型電波発信機、アンテナと受信機を用い 2010年 6月～10月と 2011年 6月～

11月に調査した。ヤマネは樹上と樹木に設置した巣箱をよく利用しており、地面の利用はほとんど見られなかった。ヤ
マネにより休眠場所として利用される樹木と、胸高直径、樹洞の保有率にはそれぞれ関係があり、太い木と樹洞のある
木がより多く利用されていた（玉木ほか、2011）。
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